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水 田地帯 にお いて ,供 給 主導型 の開水路系送配水 システ ム を需要主導型 のパ イブラ

イン系配水 システ ムに更新す るに場合 ,水 需 要 の時間変動 に対す る調査デー タや知 兄

が不十分 で あ り,調 整施設 の容 量 について十分 な検討 が行 われ ていないのが現状 で 淳)

る。

そ こで ,海 津 地 区 (パイ プ ライ ン系 )の 営農形態 の異 な る 2受 益地 区 (平原 地 区 ,

中江東地 区 )と 大野地 区 (開水路系 )に お いて使用水量 を時間単位 で測 定す るこ とに

よって ,水 田地 帯 にお ける用水需要 の時間変動 を検討 した。また ,海 津 地 区にお いて

は,水 稲 作付 け面積 lha当 た りの ファームポ ン ド (以下 ,FPと す る)の 調整容 量 (nl

3/ha)を 求 める とともに,適 切 な調整容量の検討 を行 った。

ア ンケー ト調査等 の結果か ら,用 水路や営農 の形態 に関わ らず末端 水 田では連続泌

間が行 われ ,栽 培 管理 上か ら灌滋 時間を制 限す るよ うな水管理 は行 われ ない こ とが分

か った。つ ま り,圃 場 で需要主導型 の水管理 が行われ た として も,あ る特 定の時間村|

に用水需要が集 中す ることはない と考 え られ る。

海 津 地 区では ,高 須輪 中土地改 良区が流入弁 の開度 に よって FPへ の流入量 を ,ホ

ンプ の 自動運転 に よつて FPか らの流出量 を制御 してお り,そ の時 間帯 は管理労力 σ)

待J約 か ら 6時 ～ 19時 に設 定 され てい る,こ の時間帯 に一 日の総流 出量 を一定流入 と七

で FPへ 送水 で きた とす る と,流 出の時間変動 を吸収す るのに必要 な FP調 整容 量は ,

平原 地 区で 48.lm3′ha,中 江東地 区で 44.5m3/haと な り)既 設 の FP容 量で ある 11.2

m3/haの 約 4倍 とな った .実 際 には ,流 出量の時間変動 に対応 して流入量 を制御 し

てい るた め,既 設 の FP容 量で用水需要 の時間集 中を吸収 してい る,よ って ,FP容

量 を さらに大 き くすれ ば ,流 入制御 の頻度 も少 な くな り,土 地改 良区の水管理 が省 力

化 で きる。また ,上 記 の流 出時間帯 に対 して 24時 間一定流量が流入す る と仮 定 し時

間差調整容 量 を求 め る と,平 原地 区で 134,4m3/ha,中 江東 地 区で 126,7m3′haと な

り,既 設 の 10倍 以上の調整容量が必要である,
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